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2 Da-3 お節料理の喫食と調理、意識の年次変化

○平山素子　大津清二（大妻女大）

食　　物

【目的】近年の食生活の急激な変化によって行事食はどのような変化をとげているのだろうか。代

表的行事食であるお節料理を取り上げ、その喫食と調理の現状と年次的変遷、伝承の様子、ならび

に行事食に対する意識について検討を行った。

【方法】正月および日常の食生活の様子について家庭の主婦を対象に1992 年、2001 年に質問紙

調査を行った。

【結果】お節料理の喫食率は、1992 年と2001 年正月の間に有意な差が認められた品目（なます、

昆布巻等）と認められなかった品目が混在していた。一方、調理率は、調査した全ての品目におい

て、両者の間に有意な差が認められた。

お節料理を用意するにあたって「伝統・しきたり｡」に留意すると回答した世帯のお節料理調理品

目数は、全世帯の平均調理品目数よりも有意に多く、調理者のお節料理に対する考え方が調理に影

響を与えていることが示唆された。

また、1992 年と2001 年正月の間でお節料理に対する考え方は、「お節料理は正月になくては

ならないものである」に対する回答は有意な差が認められなかったが、「お節料理を作らない家庭

が増えているのは残念だ」に対する回答は有意に否定的に、「新メニューを取り入れるべきだ」に

対する回答は有意に肯定的に推移していた。

2 Da-4 正月のとろろ飯

○馬場景子（名古屋工業大）中野典子（椙山女学園大）

正月の食べ物は、モチとおせち料理に代表とされるような行事食が一般的であると考え

られている。しかしこの組合せが、正月の標準であるのが当然であるかのように思えるが

決してそうではない。つまりこの組合せ以外の食が正月の行事食には存在しているのであ

る。正月用にモチを揚かない地方や、正月にモチを食べない地方は日本各地に存在してい

る。モチではなぐうどんを食べるうどん正月、あるいはイモを食べるイモ正月といわれる

正月料理を食している地域は存外、広範囲に点在している。

本発表では、正月料理の標準的な組合せ以外に焦点を当て、愛知県三河山間部を出発点

として、長野県、静岡県を中心に正月にとろろ飯を食ぺる地域の調査を行なってきた結果

を発表する。愛知県、静岡県、長野県では正月にとろろ飯を食することは、かなり一般的

であった。この地域は、正月のとろろ飯に関しては、主なトライアングルを形成すること

が調査より判明した。このトライアングル地域の特徴としては「いも正月」のように正月

３が日にモチを食べないで、いもを食べなければならないという禁忌事項を示す地域は少

ないが、松の内には必ずとろろ飯を食ぺる習慣があった。さらにまたこの３県以外にもと

ろろを食べている地域があることも文献より明らかになった。

このように現在では均一化してしまったと考えられがちな正月の食の側面を、明らかに

していくことで、地方色をもった正月料理が存在することを明らかにする。
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